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グリーンアドベンチャー 学習コースにある樹木 
 

 
 

【マテバシイ】 

葉がすべすべした常
じょう

緑
りょく

樹
じゅ

。長くて大きいど

んぐりは食べられる。 

 

 

【アカメガシワ】 
カシワの葉と同じよ

うに、昔は、この大き

な葉に食べ物をもって

食べた。新しい葉は赤

色。

 
【エゴノキ】 
白い花が下向きにた

くさん咲く。実には毒
どく

があり、魚を捕
と

るのに

使われたことがある。

実はあくがあるので、

えぐい。 

 

【オオバヤシャブシ】 
松ぼっくりのような

実ができる。実にはタ

ンニンがあり、おはぐ

ろにも使った。春先に

は花粉
か ふ ん

が飛び散り、花

粉症
しょう

の原因
げんいん

にもなる。 

                     

【ミヤマガマズミ】 

 大きな葉をみると脈
みゃく

がはっきりわかる。真っ

赤に熟
じゅく

した実は、鳥の

大好物
こうぶつ

だ。 

 
【リョウブ】 

 すべすべした幹
みき

は皮
かわ

がはがれてまだらもよ

うになる。新芽
し ん め

は山菜
さんさい

と

して食べられる。７～９

月頃枝先に白い花をた

くさんつける。 

 
 

【カクレミノ】 
 葉の形はいろいろあ

る。古い木の葉は丸っ

ぽくなる。昔話の宝物

で姿をかくすことので

きる、かくれみのに似

ているので名がつい

た。

 
 

【アセビ】 
アケボトキシンとい

う毒があり、牛や馬が食

べると、ふらふらとなる。

そのようすをアシヒク

といい、アシビ、アセビ

となった。

         
【ヒサカキ】 

 神社では神前に供え

ることがある。実のつ

く木とつかない木があ

る。実は、メジロやヒ

ヨドリがよく食べる。

２、３月に花が咲く。 

 

 
 

 

【コナラ】 

 小粒
こ つ ぶ

のほっそりした

どんぐりがつく。葉の

ふちはギザギザで、皮

はたてに裂
さ

け目があ

る。 

【ヤマザクラ】 
春、赤味がかった葉

が開くと同時に開花す

るので、ソメイヨシノ

と区別できる。葉の柄
え

やがくに、毛がない。 

 
 

 

【ネジキ】 
６月頃つりがねのような

白い花が咲く。幹
みき

がねじれ

たようになっている。枝は

赤くなるので、ままごと遊

びのぬりばしに使う。 


